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1． はじめに 
 桜島では南岳の噴火活動は低下傾向にあるものの，

その東側山腹の昭和火口において 2006 年 6 月に 58
年ぶりに噴火を再開した。噴煙は上空 1,000m に達

し，立ち入り禁止区域が昭和火口方向に約 500m 拡

大された。そして約 11 ヶ月後の 2007 年 5 月に再び

噴火活動が活発化し，発熱した噴石や火山灰の放出

も確認された。その後，2008 年 2 月 3 日に爆発的

な噴火が発生し，火砕流の流下も認められ，その後

の降雨による土石流発生も確認されている。 
 一般に火山噴火に伴う降灰のあった箇所では浸透

能が低下する等，水文・侵食環境が変化し，土石流

が発生しやすくなるといわれる 1)。桜島においては，

火山活動の短期的な盛衰によって表面流出特性や土

石流の発生条件や流出特性が変化することが示され

ている 1)，2)。 
 ここでは，2008 年 2 月に発生した爆発的な噴火後

の土石流発生状況について報告をおこなうとともに，

2008 年 2 月以降(噴火後)と 2 月以前(噴火前)の降雨

事例を比較し，噴火に伴う降灰が土石流発生に及ぼ

す影響について検討をおこなった。 
 
2． 近年の噴火活動と土石流発生状況 
 図 1 に桜島における噴火回数と土石流発生状況の

経年的な変化を示す。南岳の噴火活動が活発であっ

た昭和 50 年代後半から平成初めにかけて土石流の

発生回数が多かったが，近年は南岳の噴火活動が低

下するにつれ，土石流発生回数も減少していること

がわかる。 
 平成 20 年は 11 月までの段階で野尻川では 2 回，

持木川で 2 回，有村川で 2 回，黒神川で 7 回の計 13
回の土石流発生が確認されている（表 1）。ここで，

土石流発生については各渓流に設置しているワイヤ

ーセンサーの切断の有無で判断している。 

3． 2008 年 2 月の噴火 
 2008 年 2 月 3 日 0 時 39 分に噴火が発生。同日

10 時 18 分に爆発的な噴火が発生し，同日 15 時 54
分に爆発的な噴火では火砕流を伴い，東方向に約

1km 流下した。2 月 6 日 11 時 25 分にも火砕流を伴

う爆発的な噴火が発生し，東方向に約 1.3km 流下し

た。2008 年 4 月 8 日 0 時 29 分に爆発的な噴火が発

生し，火砕流が東方向に約 1km 流下した。 

4．検討結果 

4.1 噴火前と噴火後の事例比較 
 2008年 2月以前と 2月以降にお

いて比較的降雨状況が似ている事

例を抽出し，比較検討をおこなっ

た。図 2～図 4 に野尻川の事例を

例とし，2008 年 2 月以前と 2 月以

降のハイエト－ハイドログラフを

示す。ハイエトグラフには各渓流

で計測している地上雨量計のデー

タを用い，ハイドログラフは各渓

流に設置してある水位計やカメラ

画像判読結果を用いた。 
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図 1 桜島における噴火活動と土石流発生回数(H20 年 11 月まで) 

表 1 桜島の渓流における H20 年土石流発生日一覧 

10/1

土石流発
生日

9/8
9/26

5/29
5/248/229/85/29

7回2回2回2回

8/17

4/235/246/105/24

計

黒神川有村川持木川野尻川

10/1

土石流発
生日

9/8
9/26

5/29
5/248/229/85/29

7回2回2回2回

8/17

4/235/246/105/24

計

黒神川有村川持木川野尻川

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 噴火後の 2008 年 6 月 10 日の事例は噴火前(2007
年 9 月 4 日)の出水事例に比べて 10 分間雨量が小さ

いのに関わらず，ピーク流量は噴火後の方が大きく

なっており噴火に伴う降灰により流出規模が大きく

なったと考えられる。 
 一方でまだ噴火による影響を受けていない 2008
年 4 月 9 日の事例をみるとピーク流量はほとんど変

わらない値となっている。 
4.2 降灰と土石流の関係 
 図 5・6 に田島ら 3)で求めた各期間の推定降灰分布

図を示す。この降灰分布から野尻川流域には 2008
年(H20年)2月から 2008年 4月 9日まで降灰がなく

(図 5)，流域の水文環境がほとんど変化していないた

め 2008 年 4 月の土石流はピーク流量がさほど大き

くないものと考えられる一方で，2008 年 6 月 10 日

までには野尻川流域にも火山灰の堆積が推定され

(図 6)，この期間で水文環境が変化したことにより同

程度の降雨に対して土石流の流出規模が増大したと

考えられる。 
5． まとめ 
本報告では 2008 年 2 月の噴火前後における出水

事例を比較し，各期間の推定降灰分布との関係より

火山灰堆積による水文・侵食環境の変化が土石流発

生に及ぼす影響について考察した。今後はさらに多

くの噴火前後の土石流発生事例を整理し，経年的な

降灰分布と土石流発生特性について検討するととも

に，火山灰の堆積を考慮した土石流発生モデルの検

討を実施していきたい。 
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図 2 ハイエト－ハイドログラフ(07/09/04) 

野尻川8号堰堤2008年6月10日8時30分～22時30分
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図 4 ハイエト－ハイドログラフ(08/06/10) 

野尻川8号堰堤2008年4月9日12時00分～22時00分
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図 3 ハイエト－ハイドログラフ(08/04/09) 

野尻川には降灰
の影響がない。

H20年2月～4月まで

10mm

1mm

0.1mm

 
図 5 2008 年 2 月～4 月 9 日の推定降灰分布 

対象流域界

火山灰厚10mm
火山灰厚1mm

野尻川上流部に
降灰あり。

H20年2月～6月10日まで  
図 6 2008 年 2 月～6 月 10 日の推定降灰分布 
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